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PRESS RELEASE＿2024.10. 7

株式会社リクルートホールディングスが運営するBUGでは、2024年10月30日（水）より、吉田志穂個展「印刷と幽霊」を開催します。

吉田はこれまで、アナログとデジタルを往還させる写真作品の制作、空間全体を使ったインスタレーションにて独自の風景を築き上げてきまし

た。 第11回写真「1_WALL」*グランプリ受賞（2014）、その後第11回 shiseido art egg入選（2017）、Prix Pictet Japan Award 2017

ファイナリスト、第46回木村伊兵衛写真賞（2020+2021年度）など数々受賞してきた写真家です。

本展で吉田は、これまでとは全く異なるアプローチで新作を発表します。写真の現像やプリント、イメージの重ね合わせなどを手作業で行ってき

た吉田が、オフセット印刷機で大量に複製したイメージを用いて空間を構成します。

写真や印刷は、機械を通してはじめてイメージが可視化されるともいえます。時折、機械は人間が意図したイメージから外れ、肉眼で捉えること

ができないものも表出させることがあります。吉田は不可視の存在への探究やイメージの氾濫から、実態のないものの現出に挑みます。

機械と手を組み、予期せぬエラーに身を委ねた時、イメージはどのように崩れ、何が現れるのでしょうか。日々大量のイメージを目にする私たち

に、見えるもの／見えないものとは何かを改めて問いかけ、その境界線を探ろうと試みます。

吉田志穂個展 「印刷と幽霊」

写真家 吉田志穂が新作を発表。

不可視の存在に焦点を当て、印刷を起点に新たな写真表現を展開。       

会期 :2024年10月30日（水）〜12月1日（日）　11: 00 -19:00
火曜休館、11月10日（日）は臨時休館

*2009〜2022年までリクルートホールディングスが運営したコンペティション
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1992年千葉県生まれ。東京都を拠点に活動。2014年東京工芸大学芸術学部写真学科卒業。

主な展覧会に、「この窓から見えるものが変わったとしても」（写大ギャラリー、東京、2023）、「記憶は地

に沁み、風を越え　日本の新進作家 vol.18」（東京都写真美術館、2021）、「あざみ野フォト・アニュアル 

とどまってみえるもの」（横浜市民ギャラリーあざみ野、神奈川、2021）、「TOKAS-Emerging 2020」

（トーキョーアーツアンドスペース本郷、東京、2020）、など。第11回写真「1_WALL」グランプリ受賞

（2014）、第11回 shiseido art egg（2017）入選、Prix Pictet Japan Award 2017ファイナリス

ト。写真集『測量｜山』（T&M Projects）などで第46回木村伊兵衛写真賞受賞（2020+2021年度）。

吉田 志穂 ／ Shiho YOSHIDA

アーティストプロフィール

吉田は こ れ まで写 真 と向き 合 う中で、“な い ようであ る、あ る ようで な い”と いう 感 覚を 経 験 してき ました 。この 感 覚を 表す 言 葉 が、展 覧

会 名に含 まれる「幽霊」で す。カメラは目に 見 え ない人柄や気 配までを も写し取ったり、心霊写真の 存 在や“写真を 撮ら れる と魂を抜 か

れる”と いった 迷信を 生 んで き ました 。写 真に よって、肉眼で は 見 え な い光 や 物 体 の軌 道、実体がな いもの を実 感させ ら れる こ とも あ る

で しょう。カ メラ やスマー トフォンが 普及してか ら は 、より 簡単 に 感 情 の動 き や 残 した い と 思った 瞬間を写 真 に 収め ら れる よう に なり まし

た。この感覚は あ る面で は消え、あ る面で はさらに顕著に、かつてあった 光景や当時の感覚を生々しく 甦らせます。

吉田は写 真 集『測量｜山』の 制 作現 場 にて、初めて印刷現 場 に立ち会 いました 。そ の際、無形の デー タが一 瞬 にして手触り 感 のあ る 紙

へ と変換され、高精細なイメージが高速で 大量生産される「印刷」に惹かれました。

本展で は、幽霊─ ─ 不可視で 掴み どころ のな い、曖昧 な もの ─ ─ の現出を試 みます。レンズ 越 し にしか 捉 えら れ な い、実体があ る よう

でない不確かさは、印刷機 を通すことでどのような輪郭 を持つのでしょうか。

1. 展覧会名に込められた意味

本展の展示作品は全て新作です。吉田が撮影した数枚のイメージを数千枚印刷した作品を起点としたインスタレーションを展開します。

印刷には、チラシや書籍などの商業印刷に適した「オフセット印刷」という手法を活用しました。これは、印刷内容をアルミ板に焼き付けた

「版」を用いることで、短時間かつ大部数の印刷を実現する手法です。大量の印刷物と化した吉田の作品は、床に積み上げられ、無造作に

貼り付けられるなど、まるで写真ではないものかのように振る舞います。

吉田は本来の機械の役割を超えた実験をこれまでの制作においても行い、写真表現の可能性を拡張してきました。

本作ではカメラのレンズや印刷機のエラーを巻き込み、新たな写真表現を探究します。故意に仕掛けたエラーは吉田の手を離れ、インキ

の滲みや擦れとなって現れます。染み出す痕 跡に一つとして同じ表情はありません。エラーを 仕込まれた印刷物が氾濫する展示空間で、

かつてない光景を目撃することとなるでしょう。

2. 新たな写真表現への挑戦

11月2日（土）に 森 啓輔さん（千葉市美 術館学芸員）、11月30日（土）に小野寺 奈 津さん（国立新美 術館特定研究員）をお迎 えし、トーク

イベントを開催します。

展覧会の見どころや作品が生まれた背景、吉田の表現の変遷などについてトークを展開します。

https://bug.ar t

[X(Twitter)／Instagram] @bugar t_tok yo 

[facebook]bugar t.tok yo 

＜イベント実施日＞

① 11月2日（土）19時〜20時30分予定

ゲスト：森啓輔（千葉市美術館学芸員）

② 11月30日（土）19時〜20時30分予定

ゲスト：小野寺奈津（国立新美術館特定研究員）

3. 会期中にトークイベントを開催

展覧会について



お問い合わせ先:株式会社リクルートホールディングス リクルートアートセンター 　広報担当 桑間
Mai l  :  info.bug@r.recru it .co.jp
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■BUG Cafe コラボメニュー 「紫芋のゴーストラテ」

吉田志穂個展「印刷と幽霊」の作品から着想し、インキの滲みや実体のないゴーストを、紫芋を使ったドリンクで表現しました。

秋にぴったりな優しい甘さと香りを、展示空間と一緒にぜひお楽しみください！

提供価格：650円（税込）

BUGスペース内に併設のカフェ、BUG Cafeにて、展覧会コラボメニューも販売！

タイトル: 吉田志穂個展「印刷と幽霊」

会期：2024年10月30日（水）〜12月1日（日）

11:00〜19:00

入場無料　火曜休館、11月10日（日）は臨時休館

主催:BUG

協力:Yumiko Ch iba Associates、LIVE ART BOOKS

■展覧会概要

交通アクセス 

JR東京駅八重洲南口から徒歩3分 

東京メトロ京橋駅8番出口から徒歩 5 分 

東京メトロ銀座一丁目駅1番出口から徒歩7分

 ※BUGには専用駐車場はありません。ご来館時には公共交通機関をご利用ください。 

BUG
〒100-6601

東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー1F 

最新情報はBUG CafeのInstagramにてお知らせします。

［Instagram］@bug__cafe


